な い Y 」 と にす る。 

かなあみ 

その 受信機 は 組立 てられる と、 小屋の 中に ある 金網 

で 仕切った。 奥の 方に 据えられた あらい 金網が、 天井 

から 床まで 張り っぱなし になって いるの だ。 その 横の 

方が、 戸の ように あく、 そこから 中へ はいれる。 その 

仕切りの 中の 奥に 台が ある。 その上に 例の 受信機 は据 

えられた。 送信機の 方 は、 もっと あとに ならない と 組 

上がらない。 

パネル は、 金網の 上に 取 付けて あった。 受信機と パ 

ネルの 間に は、 長い 軸が 渡されて あった。 金網の 外で、 

パネルの 上の 目盛 盤 を まわす と、 その 長い 軸が まわつ 



「こんど こそ 欠点な しだ」 

確信 を もって 彼 は、 電源の スィッチ を 入れた。 そし 

てし ばらく 真空管の 温まる の を 待った。 

力 力、， ノ 力、， 力 i ノ 

雑音が 、 またも 天井裏の 高声 器 か ら 降って きた。 

しぶい 顔 をして 隆夫 は、 又しても はねまわ るぬ 雑音 

に 聞き入った。 

「だめ だッ」 

スィッチ を 切る。 

「いったい どこが いけない のか、 見当が つかない や。 

ど f J も 悪くな いんだが な あ」 



よわい 通信 を 聞き分ける こと は、 とてもで きない くら 

い 雑音の 強さ は 桁 はずれに 大き か つ た。 

一 一宮 も 三 木 も、 かわるがわる パネルの 前に 立 つ て、 

隆夫 にききながら 目盛 盤 を まわして いろいろ 調整 を 

やって みたが、 さっぱり 通信の 電波 は 受からなかった。 

ただ 二宮 は、 こんな こと をい つた。 

「この 雑音ね、 どの 波長のと ころで も 聞え る こと は 聞 

える けれど、 この 目盛 盤 で 5 から TO ぐらいの 間が 強く 

聞え て、 その 両側で はすこし 低くなる ね」 

「それ はそう だね。 その 5 と TO の 外で は、 急に 回路の 

イン ピ ー ダンスが ふえる から、 それで 雑音 も 弱くなる 



に 同調す るか 分らない。 いや それよりも、 果して 装置 

が 働く かどう か 疑問で あつ た。 

真空管 は、 とぼった。 さあ 次 は 雑音が 出る 番だ —— 

と 思った。 ところが、 とつぜん 天井の 高声 器から 人の 

うめ のろ 

声が とび 出した。 ただの 声で ない。 呻く ような、 呪つ 

ている ような、 男と も 女と も 分らない、 いやな 声で あつ 

た。 

いったい 何者な のか。 電波 怪 t 異は このと きに 始まる _ 

ざつおん 

雑音の 推理 



してから、 隆夫は 学校へ いった。 

にの みやこう さく よっかた ゆうじ 

二宮 孝 作 や 四方 勇 治が そばへ やって来 たので、 隆夫 

はさ つ そく 昨夜 奇妙な 受信 をした こと を 話して 聞かせ 

たら、 二人とも 「へ ー ッ、 そうかね」 とびつく りして 

ヽ to 

レ / 

み き 

「三 木 はどうし たんだ。 今日は 姿が 見えない ね」 

三 木に この 話 をして やったら 一 番 よろこぶ だろう に _ 

「三 木 か。 三 木 は 今日 学校 を 休む と、 ぼくのと ころへ 

今朝 電話 を かけて 来たよ」 

と、 二宮が いった。 

「ああ、 そうか。 また 風邪をひいた のか」 



のうは しゅうろく 

W 凶 皮^ < 绿 



なぜ 隆夫 は、 どきん としたか。 

その わけ は、 それ を 聞いた とき、 彼が 知っている 三 

木の 姉名津 子の 声が、 昨日の 深夜、 図らずも 自分の 実 

験 小屋で 耳に した 女の 声に よく 似て いる ことに 気が つ 

いたから であった。 実は 昨夜 も あの 声 を 聞いた とき、 

どうも 聞き おぼえの ある 声 だと は 思 つ たが、 それが 名 



津 子の 声 に似てい るとまで 決定的に 思 出す ことができ 

なかった の だ。 

(ふ— ん。 これ は 重大問題 だぞ) 

隆夫 は、 腹の 中で、 緊張した。 

しかし 彼 は、 この こと を 三 木た ちに 語る の を さし 控 

えた。 それ は 万一ち がって いたら、 かえって 人 さわが 

こと 

せになる し、 殊に 病人 を 出して 家中が 混乱して いると 

こんわく 

ころへ、 新し い 困惑 を 加える の はどう かと 思 つたので 

ある。 

そのかわり、 彼 はこれ を 宿題と して、 自分 ひとりで 

解いて みる 決心 をした。 そして、 いよいよ 確実に そう 



「それ はわ かリ 切った こと だ」 

誰もみ な隆 夫の いう ことに 異議はなかった。 

「そこで ぼく は 考えたん だが、 そういう ときに、 病人 

の 脳から 出る 電波 を キャッチして みるんだ。 そして あ 

とで、 その 脳波 を 分析す るんだ。 それと、 常人の 脳波 

と 比較して みれば、 一層な にか はっきり 分る ので はな 

いかと 思う。 この 考え は、 どう だ」 

「それ はお もしろ い。 きっと 成功す るよ」 

「いや、 ちょっと 待った。 脳波なん て、 本当に 存在す 

る もの かしらん。 かりに 存在す る ものと しても だ、 そ 

れを キャッチ できる だろう か。 どうして キャッチ する _ 



ばくろ 

術の 欠陥 をい かんなく 曝露して しまったの だ。 ああい 

うよくない やり方 は、 この 際さら りと 捨てた 方が いい。 

分らない 分らないで 一 年 も 二 年 も 机の 前で 悩む より は、 

すぐ 実験 を 一週間で もい いから やって みる こと だ。 机 

の 前で は、 思い もっかなかった ような ことが、 わずか 

の 実験で * おやおや、 こんな こと もあった のか" と 分つ 

ちま うんだ。 頭より 手の 方 を 早く 働かせた がいいよ」 

「まあ、 とにかく、 その実 験 を やる ことにして、 ぼく 

は その 準備に かかる よ。 隆 夫君、 手つ だって くれる ね」 

三 木が そういつ たので、 万事 は 決った。 もちろん 隆 

夫 は 協力 を 同意した し、 二宮 も 手 を 貸す といい、 四方 



とくしゅが たくう ちゅうせん にじ でん しぞ うばいかん 

特殊 型 空中線と、 強力なる 二次 電子 増 倍 管 を 使用し、 

じゅしん ぞうふく そうち む ざ つ おん 

受信 増幅 装置と、 それから 無雑 音の 録音 装置と を 組合 

しゅうろ < 

わせて あった。 そして 脳から 出る 電波の 収録 をす 

ると 共に、 病人の 口から 出る ことばと を 同時録音 する 

こと も 出来る ようにな つていた。 

いよいよ その 仕事が 始まった。 

病人の 目 を さまさな いうちに、 睡眠 中 病人の 脳から 

出て いる 電波 を とらえる ことにな つた。 隆夫は 受信機 

の 調整に あたり、 三 木 は 空中線 を 姉の 頭の 近くへ 持つ 

ていって、 いろいろと 方向 を かえて みる 役目 を 引受け 

た。 あとの 二人 は 録音 や 整理の 仕事に あたる。 



かった。 

それで 脳波の 収録のと ころ を 再生して みる ことにし 

た。 つまり、 もう 一度 脳波に して 出して みょうと 思つ 

たの だ。 

隆夫 は、 大急ぎで その 装置 を 組立て た。 

それから 脳波 を 収録した テ ー プを くりだして、 その 

送信機に つ つ マ ，- んだ。 

もちろん 隆 夫に は、 その 脳波 は 聞えなかった けれど、 

検波 計 の ブラウン管で 見る と、 脳波の 出力が、 

蛍光板の 上に 明るい あと を ひいて とびまわって いるの 

が 見えた。 



意外な 名乗り 

隆夫 は、 ぞぉ— ッ とした。 

おかん おそ 

急に はげしい 悪寒に 襲われ、 気持が へんにな つた。 

目の前に、 あやしい 人影 をみ とめながら、 声をかけよ 

うとして 声が 出ない。 脳貧血の 一歩 手前に いるよう で 

も ある。 

(しっかり しなくて は、 いけない ぞ！) 

げきれ い 

隆夫 は、 自分の 心 を 激励した。 

「気 をお ちつけ なさい。 さわぐ といけ ない。 せっかく 



の 相談が できなくなる」 

低い が、 落ちつき はらった 声で、 一語一語 を はっき 

りい つて、 隆 夫の 方へ 近づいて 来た 影の ような 人物。 

ことば ははつ きりして いるが、 顔 や 姿 は、 風呂屋の 

えんとつ 

煙突から 出て いる 煙の ようにう すい。 彼の 身体 を 透し 

てうし ろの 壁に は つ て ある カレンダ ー や 世界 地図が 見 

え る 

(幽霊と いうの は、 これ かしらん) 

もうろうたる 意識の 中で、 隆夫 はそんな こと を 考え 

る。 

「ほう。 だいぶん 落ちついて きたよう だ。 えらい ぞ、 



「まま まま まま まま II 

相手 は、 ほがらかに 笑いつ づける。 隆夫は 腹が立つ 

てなら なかった。 しかし 自分の 意識が 刻々 うすれて い 

さよこ ■ つ 

くのに 気が つき 恐慌した。 

しんぼう 

「はは はは。 もうす こしの 辛 棒 だ」 

「なに を。 この 野郎」 

隆夫 は、 残って いるかぎ りの 力 を 拳 にあつ め、 のし 

かかつ てく る 相手の 上に 猛烈なる 一 撃 を 加えた —— と 

思った。 果して 加え 得た かどう か、 彼に は 分らな かつ 

こんとう 

た。 彼 は 昏倒した。 



早朝の 訪問者 



その 翌朝の ことであった。 

三 木 健が、 自分の 家の 玄関 脇の 勉強 室で、 朝 勉強 を 

やって いると、 玄関に 訪ぅ 人の 声が あった。 

三 木 はすぐ 玄関へ 出て 扉 を あけた。 

「お 早よう ございます。 名津 子さん の 御 容態 〔# ルビ 

の 「ごよう だい」 は 底本で は 「ごようたい 匕 はいかが です 

か。 お見舞に あがりました」 



ぬぐ き 

三 木 は、 このと きになって、 拭い 切れない 疑問 を 持 

つに 至った。 

(どうも 隆 夫君の 様子が へ ん だぞ。 なぜ 今日に な つ て、 

姉に 会いたがる のか、 さっぱり わけが 分らない。 昨夜 

の 実験の 結果、 急に 姉に 会う 必要が 生じた のか しら。 

それなら それと いいそう な もの だが …… 。 なんだか 隆 

夫君までお かしくな つて 来た) 

隆夫 は、 三 木の 勉強部屋へ 通された。 

むくち 

しかし 彼 は 三 木に 向きあった まま、 急に 無口に なつ 

てし まった。 なに かしきりに 考え こんでい るよう であ 

る。 ふだんの 明るい 隆 夫の 調子 は 見られない。 



そこで 三 木 は、 話しかけた。 

でんぱし ゆうろ くそう ち 

「昨夜、 電波 収録 装置に 取って いった、 あれ はどうし 

たね。 結果 は 分った かい」 

「あれ か。 あれ はよ く 取れて いたよ」 

「そうか。 すると あれ を 使って、 これから どうす るの 

ゝ I 

力」 

「どうす るって。 さあ …… 」 隆夫は 困った 顔に なった _ 

「どうす るって、 とにかく あれ は 参考になる ね」 

「君 は、 もし あの 中に、 電波が 収録され ていたら 大発 

見 だ。 そしてそう であれば 姉の 病気に ついても、 新し 

い 電波 治療が 行える ことにな ろうとい つていた が、 そ 



れ はどう だね」 

隆夫は なぜか 狼 1 の 色 を 見せ、 

「いや、 そんな こと はでたら めだ。 病人 を 電波の 力で 

癒す なんて、 そんな こと は 出来る もので はない」 

「おかしい ね。 さっき 君の いった ことと もく いちがつ 

ている し、 君が 日頃 語って いたと ころと もちが う。 

いったい どれが 本当なん だ」 

「断じて、 僕 はいう。 君の 姉さんの 病気 はきつ と 僕が 

なおして 見せる。 そのかわり、 昨日 僕が いった こと は、 

一時 忘れて いて くれた まえ。 今日から 僕 は、 新しい 方 

法に よって、 名津 子さん の 病気 を 完全に なおして みせ 



る。 もし 不成功に 終ったら、 僕 はこの 首を切って、 君 

しんてい 

に 進呈す るよ」 

そういって 隆夫 は、 自分の くび を 叩いた。 ひどく 

昂奮して いる 様子だった。 

そのと き 母親が はいって きて、 名津 子が 目が さめた 

ようです から、 と隆 夫た ち を 迎えに 来た。 

昨日に かわり 隆 夫の 様子が ちがって いるの は、 どう 

した ことであろう か。 

ザ J こ は问処 



こ-つせ き 

つまで も 眺めて いた。 白い 航跡が 消えて、 元の ウル ト 

ラマ リン 色の 青い 海に かえると ころ あたりに、 執念 

ぶかく ついて きた 白い かもめが 五六 羽、 しきりに 円 を 

描いて は、 漂流す る ごちそう めがけて、 まい 下りる 

のが 見られた。 

とち 

船の 舳が 向いて いる 方に、 ぼんやりと 雲 か 島 か 分ら 

ない ものが 見えて いたが、 それ は 陸地 だと 分った。 左 

右に ずっとの びて いる。 そうだ、 あれ だ、 イタリア 半 

島な の だ。 すると この 船 は イタリア 半島の どこかの 港 

に はいるのに ちがいない。 一体 どこに つくの だろう か。 

隆 夫の たましい は、 もうす つかり 大胆に なって いた 



返った と 思う と、 さっと 城壁の かげに とびこみ、 姿 を 

消した。 いや、 狼で はなく、 飢えた る 野良犬であった 

かも 知れない。 その 犬と も 狼と もっかな いものが 振 

返った 方角から、 ぼろ を 頭の 上から かぶった 男が ひと 

さんらん かわら 

り、 散乱した 円柱 や 瓦礫の 間 を 縫って、 杖 をた よりに 

とぼとぼと 近づ いてきた。 

彼 は、 たえず 小さい 声で、 ぼそぼそと 眩いて いた。 

「 …… しっか リ、 ついて くるんだ よ、 わし を 見失って 

は、 だめ だよ。 …… もうす ぐ そこなんだ。 多分 見つか 

ると 思うよ。 ァ クチ ニォ 四十 五世 さ。 新月の 夜に か 

ぎって、 廃墟の 宮殿の 大広間に、 一統と ft 者た ち を 従 



隆 夫の たましい は、 どこに いる？ 

彼の 姿 も 形 も、 まるで くらげ を 水中に すかして 見た 

ようで、 はっきり しないが、 治 明 博士の 頭上、 ややお 

くれ 勝ちに、 丸味 を もった 煙の ような ものが ふわ ふわ 

とついて 来る のが、 それらし い。 

はいきょ 

博士 は、 杖 を 鳴らしながら、 廃墟の 中 を 歩き まわつ 

た。 大円 柱が 今にもぐ らッと 倒れて 来そう であった。 

宙 にかかった ァ ー チが、 今にも 頭の 上から がらがら 

< ず 

どッと 崩れ落ちて 来そう であった。 博士 は、 そういう 

危険 を ものともせず、 土台石の 山 を 登り、 わずかの 

か ん げき きとう じょう 

間隙 を すりぬけて、 ァ クチ ニォ 四十 五世た ちの 祈禱場 



をな おも 探し まわった。 どこも ここ も 墓場の ようにし 

ず かで、 祈りの 声 も 聞えなければ、 人の 姿 も 見えな か つ 

た。 

博士 は、 泣きた くなる 心 をお さえつけ ながら もよ ろ 

めく 足 を 踏みし めて、 なお も 廃墟の 部屋 部屋 をたず ね 

てま わるの だった。 

「あ、 あそこ だ！」 

とつぜん 博士 は 身体 をし やち こばらせ た。 博士 は 目 

を あげて 見た。 そこ は 西に 面した 高い 城壁の 上で あつ 

たが、 あわい 月光の 下、 人影と おぼしき ものが 数十 体、 

しょ ラ 5? こま 

まるで 将棋の駒 をお いたよう に 並んで いるので あった。 



だが、 誰 一人と して 動かない。 何の 声 も 聞え て 来な 

い。 明かり 一 つ 見えない。 

いちだん 

それでも、 それが ァ クチ 二 ォ 四十 五世の 一団で ある 

こと を 認めた。 博士 は 急に 元気 づき、 その 方へ 足 を 早 

めて いった。 博士 は、 間もなく 高い 壁に 行方 を 阻まれ 

じよ-つ へき 

た。 が 博士 は、 すこしも ひるむ ことなく、 城壁の 崩れ 

しゃめん 

かけた 斜面に 足 を かけ 手 をお いて、 登り だした。 

時間 は 分らない が、 やっと 博士 は 城壁 を 登り 切った。 

二 時間 かかった ようで も ぁリ、 三十 分し かかから な 

かった ようで もあった。 

「ああ …… 」 



はっと、 博士 は 顔 を あげた。 

「あ、 あなた はァ クチ ニォ 四十 五世！」 

ロザ レの 遺骸 

いつの 間に か、 si 者 は 博士の 前に 近く 立って いた。 

ふしぎで ある。 博士 は、 自分の 現在の 居場所 を 知る た 

いぜん 

めに、 あたりに 目 を 走らせた。 依然として、 同じ 城壁 

の 上に 居る のであった。 だが、 ァ クチ ニォ 四十 五世の 



「わが 弟子たり し ロザ レの 遺骸で ある。 これ を汝に 

しばらく 貸し 与える」 

「えつ、 この 人 を この 遺骸 をお 貸し 下さる と は… 

〜」 

と、 治 明 博士 は、 問い かえした。 

「今、 ロザ レの 霊魂 は 他出して いる。 されば 後、 ロザ 

レの 遺骸に 汝の 子の 隆 夫の たましい を 住まわせる がよ 

い」 

「あ、 なるほど。 すると、 どうなります か …… 」 

「生き かえりた る ロザ レを 伴い、 汝は 帰国す るの だ。 

きょ. つちゅう 

それから 先の こと は、 汝の 胸中に 自ら 策が わいて 来 



るであろう。 とにかく われ は、 汝ら三 名の 平安の ため 

に、 今より 呪文 を 結ぶ であろう。 しばらく、 それに 控 

えてい よ」 

「まま ッ 」 

しんぴ いあつ 

治 明 博士 は、 ァ クチ 二 ォ 四十 五世の 神秘な 声に 威圧 

せられて、 はッ と、 それに ひれ 伏した。 

聖者 は、 不可解な ことばで もって、 ロザ レの 遺軟に 

じゅもん 

向って 呪文 を 唱え はじめた。 呪文の 意味 はわから ない 

が、 治 明 博士 は、 自分の 身体の 関節が、 ふしぎに もぎ 

しぎし ときし むのに 気が ついた。 

(汝ら 三 名の 平安の ために —— と、 聖者 はい われた。 



汝ら三 名と は、 いったい 誰々 のこと であろう) と、 治 

明 博士 は、 ふと 謎の ことば を 思い出し ていた。 自分と、 

それから —— そうだ、 隆夫 のこと だ。 隆夫 は、 どうし 

ている であろう か。 さっき 城壁の 上に 聖者の 姿 を 拝し 

てから、 自分の 心 は 完全に 聖者の ことで いっぱいと 

なって、 隆 夫が ついて 来て いるか どうか を 確め る こ 

と を 怠 つていた。 隆夫 はどうして いるだろう か。 I 

—いやいや、 万事 は、 聖者が 心得て いて 下さる の だ。 

とうと 

尊き 呪文が なされて いる その 最中に、 他の 事 を 思い 

わずらって は、 聖者に 対し 無礼と なる の は 分り切って 

いる。 廪 まねば ならない。 



の 中から 姿 を あらわし、 なつかしい 母親の 前に 立った。 

(ああ、 いたわしい) 

母親 は、 しばらく 見ない うちに 別人の ように やせ、 

頭髪に は 白い ものが 増して いた。 

「レザ ー ル さんと おっしゃる。 日本語 はお 話しに なら 

とうと 

ない。 尊い 聖者で いらっしゃる。 しかしお 礼 をのべ 

なさい。 レザ ー ル さん は 聖者 だから、 お前の まごころ 

はお 分りになる はずで ある」 

母親 はお それ 入って、 その 場に いくど も 頭 を さげて、 

夫の 危難 を 救って くれた こと を 感謝した。 

隆夫は よろこびと、 おかし さと、 もの 足りな さの 



うずま さ 

渦巻の 中に あって、 ぼ— ッ としてし まった 



その後の 物語 



昔ながら の 親子 三人 水 いらず の 生活が 復活した。 だ 

が、 それ は 奇妙な 生活だった。 これが 親子 三人 水 いら 

ずの 生活 だとい うこと は、 治 明 博士と 隆夫 だけが わき 

まえて いる ことで、 母親 ひとり は、 その外に おかれて 

いた。 世間の ひとたち も、 J 畑さん のお 家 は、 ご主人 



が 帰って こられ、 奥さん はお よろこび である。 ご主人 

が インド 人みたい な こわい 顔のお 客さん を 引 張って こ 

られ て、 その ひとが、 あれから ずっと 同居して いる I 

りょうか い 

I と、 了解して いた。 

おもや 

隆夫 は、 めったに 主家に 顔 を 出さなかった。 それ は 

治 明 博士が 隆夫 のために、 例の 無電 小屋 を 居住 もに あ 

てるよう 隆 夫の 母親に いいつけ たからで ある。 そこに 

ねごと 

居るなら、 隆夫は 寝言 を 日本語で いっても よかった。 

なにしろ、 事件が うまい， 結着 をみ せる まで は、 母親 を 

も あざむいて おく 必要が あつたから、 隆夫 はなるべく 

主家へ 顔出し を しないの がよ かった ので ある。 隆 夫に 



うちへ 戻って 来 なくなりました。 そのと きのこと を 思 

い 出します と、 今 も 胸がず きずき 痛んで なりません。 

隆夫 がおかし くな つたので、 わたくし は おどろきと 

悲しみの あまり、 病人の ようになって 寝つ いてし まつ 

て、 一 歩 も 歩け なくなりました。 しかし わたくしより 

も、 もっとび つくりな すって、 当惑な すった の は、 名 

津 子さん のお 家の人々 でした。 とりわけお 母 さまの 驚 

き は、 お 察し 申し あげる だに、 いたましい ことでした- 

なにしろ、 とつぜん 隆 夫が 乗り こんでいって、 名津子 

さんに 抱きつき、 そして 『ぼく は 只今から 名津 子さん 

と 結婚し ます。 そして ぼく は名津 子さん と、 ここに CE 



あって、 なにも 聖者 を わずらわ さなく とも、 博士 ひと 

りで 出来る ことであった。 博士と して は、 これ だけ は 

確実に 来会者 を はっきり おどろかせる ことが 出来る 自 

信が あり、 これ さえ 成功す るなら、 あとの 実験 はたと 

えこと ごとく 失敗に 終っても、 申 訳が つくと 考えて 

ヽ to 

レ 力 

そこで 博士 は、 うやうやしく 壇の 前にい つて 礼拝 を 

し、 それから 立 上った。 博士の 考えで は、 それから 聖 

者に 後向きと なって 聴衆の 方 を 向いて 座し、 それから 

肉体と 心霊の 分離 術に 入る つもりだった。 

ところが、 博士の 思っても いない ことが、 そのと き 



に 起った。 

というの は、 壇上の 聖者 レザ ー ルが、 博士に 向って 

手 を 振り だした ので ある。 

I 汝は 下がれ。 あちらに 下がれ」 

レザ ー ルは 舞台の 下手 を 指した。 

博士 はお どろいた。 隆 夫が なに をい い 出した やらと、 

なんじ 

びっくりした。 しかも 「汝は 下がれ」 といった のはギ 

リシ ァ 語だった ではない か。 隆 夫が ギリシア 語 を 知つ 

ている と は 今まで 思った こと もなかった。 

「お前 は、 だまって、 じっと 黙って いるが いいよ。 あ 

と はわし がう まくやる から I 



た。 

しょうそう きょうがく 

このと きの 治 明 博士の 焦燥と 驚愕と は、 たとえる 

ものの ない ほど はげしかった。 彼 は 席から 立って、 舞 

台の まん 中へ とんで いきたかった。 だが、 どういう わ 

け か、 彼の 全身 は しびれて しまって、 立つ ことができ 

なかった。 そのうちに 彼 は、 重大な 発見に、 卒倒し そ 

うにな つた。 というの は、 客席から 夢遊病者 のように 

ふらふらと 舞台へ あが つ て 来た 青年 こそ、 隆 夫に そつ 

くりの 人物だった からだ。 

「これ はこと によると、 えらい さわぎ を ひき 起す こと 

になる ぞ I 



治 明 博士 は 青くな つて、 舞台 を 見入った。 

ぼう だ 

隆 夫に 似た 青年 は、 ついに 聖者の 前に 棒立ちに なつ 

た。 

すると 聖者 はやおら 椅子から 立 上った。 そして 両手 

を しずかに 肩のと ころまで あげた かと 思う と、 両眼 

を かッと 見開いて、 自分の 前の 青年 を はった と にらみ 

つけ、 

「けけ ッ， h ッけ」 

なきごえ 

と、 鳥の 啼 声の ような 声 をた てた。 

むせい 

そのと き 来会者た ち は、 聖壇の 上に、 無声の 火花の 

ような ものが とんだよ うに 思 つたと いう こと だ。 が、 



それ は それと して、 聖者に にらみつけられた 青年 は、 

おおかぜ 

大風に 吹きとば された ようにう しろへ よろめいた。 そ 

とどま 

してやつ と 踏み 止った かと 思う と、 これ また 奇妙な 

声 をた て、 そして その 場に ばったりと 倒れて しまった _ 

奇蹟 はま だ つづいた。 このと き 聖者の 身体から、 

絢爛たる 着衣が するすると 下に 落ちた。 と、 聖者の 肉 

体が むき 出しに 出た。 が、 それ は 黄い ろく 乾から びた 

ひんじゃく 

貧弱 きわまる 身体であった。 聖者の 顔 も 一変して、 

猿の 骸骨の ようにな つていた。 聖者の 身体 はす ー ッと 

宙に 浮いた。 と 見る 間に、 聖者の 身体 は 瞬間 金色に 

輝いた。 が、 その 直後、 聖者の 身体 は 煙の ように 消え 



シ、 同ジ 目的 二 向ッテ 協力 シ タイ モノ ダ。 (以下 略) 

治 明 博士の 予想した 如く、 一 週間 後に 名津子 はすつ 

あや 

かり 元気に なり、 それまでの 妖しき 態度 も 消え、 元の 

けん にの みや よっかた 

名津 子に 戻った。 そして 隆夫ゃ 健 や 一 一宮 や 四方の 交際 

ちと 

も 旧に 復 した。 

なお、 隆夫は 改めて 名津 子と 結婚した。 隆 夫の 方が 

年下で ある こと は、 二人の 間に も 親た ちの 間に も、 も 

はや 問題でなかった。 
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